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平和への祈り平和への祈り
　　　―頓田の森の悲劇―　　　―頓田の森の悲劇―

 一木神社で延命地蔵に祈りを捧げる立石小児童 一木神社で延命地蔵に祈りを捧げる立石小児童

06　動物愛護週間

07　自殺予防週間

22　あさくら歴史散歩（New）

28　甘木祇園山笠3年ぶりに開催

30　地域を愛し誇りを持つJCI朝倉

LINE FacebookInstagram

 市の情報は、各ソーシャルメディアでも発信中！ 友だち追加やフォ
ロー、チャンネル登録をお願いします。
※本紙掲載のQRコードは、読取日時や回数などのアクセス状況を解析する場合があります。 YouTube

今号は8月19日時点で作成しています。

新型コロナウイルスの感染状況により、

掲載している内容は変更・中止もあり

えますので、必ずご確認ください。
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い
つ
も
と
違
っ
た
あ
の
日

い
つ
も
と
違
っ
た
あ
の
日

　

当
時
、自
分
は
立
石
国
民
学
校
の
2
年
生
で
、

農
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、よ
く
家
の
手
伝
い
を

し
て
い
た
。
亡
く
な
っ
た
姉
は
5
年
生
。
兄
弟
の

中
で
も
年
齢
が
近
く
、
勝
ち
気
で
け
ん
か
も
し

た
が
、
よ
く
面
倒
を
み
て
く
れ
た
。

　

昭
和
20
年
3
月
27
日
は
、
立
石
国
民
学
校
の

修
了
式
。
講
堂
で
校
長
先
生
の
訓
話
の
最
中
に

警
戒
警
報
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に
空
襲
警
報
に
切

り
替
わ
り
校
内
が
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
自
分
は
「早
く
家
に
帰
れ
る
」と
う
れ
し
く

思
っ
て
い
た
。
普
段
の
訓
練
ど
お
り
、
す
ぐ
に
地

区
ご
と
に
分
か
れ
て
引
率
の
先
生
と
集
団
下
校

と
な
っ
た
。

　

一
木
の
自
宅
を
目
指
し
避
難
し
て
い
る
と
き
、

上
空
に
は
初
め
て
見
る
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
飛
行

機
が
。
「立
派
な
飛
行
機
が
で
き
た
も
ん
だ
」と

恐
怖
心
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
大
刀

洗
方
面
か
ら
大
き
な
爆
撃
音
と
地
響
き
、
黒
煙

が
上
が
る
の
が
見
え
、「大
ご
と
に
な
っ
た
」と
思
っ

た
。
そ
の
と
き
は
大
添
橋
あ
た
り
で
、
周
り
に
は

陸
軍
病
院
や
飛
行
学
校
甘
木
生
徒
隊
兵
舎
な

ど
軍
の
重
要
施
設
が
あ
り
、
爆
撃
の
可
能
性
が

高
く
危
険
な
場
所
。
飛
行
学
校
の
軍
人
が
、
「こ

こ
は
危
な
い
か
ら
戻
れ
」と
叫
ん
で
い
た
。
先
生

の
判
断
で
学
校
の
方
へ
引
き
返
し
て
い
た
が
、
木

で
覆
わ
れ
た
森
に
隠
れ
る
の
が
良
か
ろ
う
と
逃

げ
込
ん
だ
。
手
で
目
と
耳
を
隠
し
、
伏
せ
た
状

態
で
、
み
ん
な
で
シ
イ
の
木
を
取
り
囲
む
よ
う

に
し
て
身
を
隠
し
た
。
姉
も
遅
れ
て
森
に
逃
げ

込
ん
だ
が
、
そ
れ
が
生
き
て
い
る
姉
を
見
た
最

後
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
爆
撃
で
気
を
失
っ
た
。

異
世
界
の
よ
う
な
悲
惨
な
光
景

異
世
界
の
よ
う
な
悲
惨
な
光
景

　

し
ば
ら
く
し
て
目
を
開
け
る
と
砂
ぼ
こ
り
で

何
も
見
え
な
い
。
「
俺
は
死
ん
だ
の
か
…
…
」と

思
い
再
び
気
を
失
う
。
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が

た
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
再
び
目
が
覚
め
る
と

森
は
な
く
な
り
空
が
見
え
た
。
周
囲
に
は
木
の

枝
や
葉
が
散
ら
ば
り
、
そ
の
下
に
子
ど
も
た
ち

の
遺
体
が
。
24
人
は
即
死
だ
っ
た
。
自
分
は
か
か

と
に
爆
弾
の
破
片
が
突
き
刺
さ
り
、
こ
こ
か
ら

這は

い
出
そ
う
と
必
死
だ
っ
た
。
何
人
か
は
泣
き

叫
び
、
助
け
を
求
め
て
い
た
。

　

先
生
や
親
が
森
に
駆
け
付
け
、即
死
の
子
ど
も

は
学
校
に
、
自
分
を
含
め
た
重
軽
傷
者
は
陸
軍

病
院
ま
で
運
ば
れ
た
。
先
に
爆
撃
を
受
け
た
大

刀
洗
飛
行
場
の
兵
士
も
大
勢
い
た
た
め
、
治
療

は
軍
人
が
優
先
だ
っ
た
が
、何
と
か
応
急
処
置
を

し
て
も
ら
え
た
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
た

め
、
重
傷
者
8
人
の
う
ち
7
人
が
亡
く
な
っ
た
。

自
分
は
か
か
と
に
ガ
ー
ゼ
を
詰
め
込
ま
れ
た
だ

け
で
、と
に
か
く
痛
く
、や
が
て
傷
口
は
化
膿
し
、

天
井
が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
ほ
ど
の
高
熱
で
生
死
の

境
を
さ
ま
よ
っ
た
。
ガ
ー
ゼ
を
交
換
す
る
と
き
に

破
片
も
取
れ
、そ
れ
か
ら
快
復
に
向
か
っ
た
。

　

当
時
、
父
は
区
会
長
を
し
て
い
て
、
「子
ど
も

が
帰
っ
て
き
て
い
な
い
家
は
学
校
へ
」
と
走
り

回
っ
て
い
て
、
姉
を
迎
え
に
い
っ
た
の
は
父
が
最

後
で
あ
っ
た
。
姉
が
家
に
帰
っ
て
き
た
と
き
、
頭

が
割
れ
、
片
方
の
足
が
ち
ぎ
れ
か
け
、
冷
た
く

な
っ
て
い
た
。
母
は
そ
の
姿
を
見
て
「医
者
に
連

れ
て
行
っ
た
ら
ど
げ
ん
か
な
る
」と
涙
を
流
し

な
が
ら
話
し
た
。

　

小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、姉
の
死
に
つ
い
て
当
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年
前
に
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い
を
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前
に
思
い
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次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
―
―

　
　
　

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
―
―

初
は
あ
ま
り
考
え
な
か
っ
た
。
触
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
終
戦
を
迎
え
、
時
代
は
高

度
経
済
成
長
期
。
自
分
が
大
人
に
な
る
に
つ
れ
、

突
然
命
を
奪
わ
れ
た
姉
を
思
い
、「姉
が
生
き
て

い
た
ら
、
特
技
を
生
か
し
て
今
ご
ろ
は
―
―
」と

家
族
で
話
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

特
別
な
「思
い
」を
後
世
に

特
別
な
「思
い
」を
後
世
に

　

今
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、「戦
争

は
絶
対
に
い
か
ん
。
戦
争
は
残
忍
な
人
殺
し
」と

い
う
こ
と
。い
い
こ
と
は
一
つ
も
な
い
。な
ぜ
、現
代

で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
。
武
力
で
解

決
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
学
校
や
病
院
な
ど
も

破
壊
さ
れ
、
多
く
の
民
間
人
が
犠
牲
に
な
り
生

活
が
で
き
な
く
な
る
。
十
人
十
色
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
方
が
あ
る
と
は
思
う
が
、話
し
合
い
で
解
決

で
き
る
よ
う
な
世
の
中
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

遺
族
会
で
は
毎
年
3
月
27
日
に
一
木
神
社
で

慰
霊
祭
を
行
っ
て
き
た
。
77
年
を
迎
え
、
当
時

を
知
る
人
は
3
～
4
人
に
。
先
祖
を
敬
う
気
持

ち
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
の
だ
が
、
代
が
替
わ
っ
て
い

く
に
つ
れ
、
特
別
な
「思
い
」が
な
く
な
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。
今
後
も
慰
霊
祭
は
続
け
て
い
く
こ

と
は
約
束
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
「悲

劇
」が
廃す

た

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
「悲
劇
」を
も
っ
と
広
く
知
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

皆
さ
ん
も
3
月
27
日
は
、
当
時
の
こ
と
に
思
い

を
馳
せ
て
ほ
し
い
。
「
頓
田
の
森
の
悲
劇
」を
風

化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い

き
た
い
し
、
語
り
継
い
で
も
ら
い
た
い
。

　

あ
の
日
の
こ
と
を
―
―
。

「悲
劇
」で
奪
わ
れ
た
幼
い
命

「悲
劇
」で
奪
わ
れ
た
幼
い
命

　

昭
和
20
年
3
月
27
日
、
米
軍
の
Ｂ
29
爆
撃

機
は
、
旧
陸
軍
大
刀
洗
飛
行
場
を
爆
撃
し
ま

し
た
。
こ
の
爆
撃
で
格
納
庫
や
飛
行
機
が
炎
上

し
、
黒
煙
は
空
高
く
噴
き
上
が
り
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
爆
撃
は
頓
田
の

森
で
も
幼
い
命
を
奪
い
ま
し
た
。
そ
の
日
、
立

石
国
民
学
校
（現
在
の
立
石
小
学
校
）は
修
了

式
の
最
中
で
し
た
。
式
の
途
中
で
空
襲
警
報
が

鳴
り
、
地
区
別
に
分
か
れ
て
集
団
下
校
に
な
り

ま
し
た
。
程
な
く
し
て
大
刀
洗
飛
行
場
の
爆
撃

が
始
ま
っ
て
、
一
木
の
児
童
は
こ
の
ま
ま
家
に

帰
る
こ
と
は
危
険
と
判
断
さ
れ
、
頓
田
の
森
に

逃
げ
込
む
こ
と
に
。そ
こ
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、

31
人
の
児
童
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

頓
田
の
森
は
、
昭
和
56
年
、
当
時
の
甘
木
・朝

倉
青
年
会
議
所
に
よ
り
「
頓
田
の
森
平
和
花

園
」と
し
て
整
備
さ
れ
、
今
日
ま
で
平
和
を
語

り
継
ぐ
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
和
の
大
切
さ
を
今
一
度
考
え
る

平
和
の
大
切
さ
を
今
一
度
考
え
る

　

皆
さ
ん
は
こ
の
「
悲
劇
」を
知
っ
て
い
ま
し
た

か
？ 

今
号
で
は
、「頓
田
の
森
の
悲
劇
」に
つ
い
て
、

一
木
爆
死
学
童
遺
族
会
会
長
の
窪
山
強
一
さ
ん

に
当
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、
平
和
に

つ
い
て
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
頓
田
の
森
を
中
心
に
行
わ
れ
た
立

石
小
学
校
の
6
年
生
に
よ
る
平
和
学
習
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
頓
田
の
森
平
和
花
園
に

つ
い
て
も
紹
介
。
10
月
2
日
に
は
、
朝
倉
市
平

和
事
業
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
第
16
回
朝

倉
市
民
平
和
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
日
も
続
く
世
界
情
勢
の
混
乱
に
よ
り
、平
和

な
世
の
中
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。本
特
集
を
機
会
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、平
和

の
大
切
さ
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一木爆死学童遺族会一木爆死学童遺族会

会長　窪山会長　窪山強強
き ょ う い ちき ょ う い ち

一一さんさん

昭和 11 年 12 月 21 日生まれ。

頓田の森で爆撃に遭い、姉を亡くす。実際に「悲劇」を体験した語り部

として活動。市内外の小学校を中心に、さまざまな場所で戦争の悲惨

さ、平和の大切さ、そして、「頓田の森の悲劇」を後世に伝えている。

InterviewInterview

「悲劇」が風化されることに危機感「悲劇」が風化されることに危機感

　　　　3 月 27 日には特別な「思い」を　　　　3 月 27 日には特別な「思い」を

筑前町立大刀洗平和記念館

　大刀洗飛行場や特攻隊などの資

料のほか、「悲劇」の犠牲者となっ

た子どもたちを追悼する「追憶の

部屋」も。

■開館時間…9 時 ～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

■入館料…大人600円、高校生500円、小・中学生 400円、

障がい者（大人）400 円

■休館日…12 月26日～31日

 同館（筑前町高田 2561-1 23-1227）

　平和の大切さを語り継ぐ情報発信基地　平和の大切さを語り継ぐ情報発信基地

 頓田の森で当時の話を聞く立石小の児童 頓田の森で当時の話を聞く立石小の児童

▲

米
軍
の
Ｂ
29
爆
撃
機
、
黒
煙
を
上
げ
る
大
刀
洗

飛
行
場
（大
刀
洗
平
和
記
念
館
提
供
）
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立石小学校6年生　島田麻
ま こ と

琴さん／渡邉心
み ゆ

結さん

InterviewInterview

　「頓田の森の悲劇」のことは知っていましたが、あらためて学習して恐怖を感じ、本当

にあったことなのか信じられませんでした。当時の爆弾の破片を見て、なぜこのような

兵器が人の手で作られていたのか？　なぜ人を守るものが作れなかったのか？　疑問

に思いました。爆弾で多くの人が犠牲になったことを考えると悲しい気持ちになりま

す。当時、もし、自分がその場にいたら、戦争は絶対にいけないことだと強く訴えたいで

す。自分の家族が戦争の被害に遭ったらと考えるだけでも恐ろしいです。

　「戦争のない世の中に」。同じ過ちを繰り返さないために、お互いの意見を尊重し合い、

話し合いで解決できる世の中になればと思います。しかし、今も世界のどこかで争い

が起きていて、それで困っている人がたくさんいます。そんな人たちを助けられるよう

な人になるため、これからもいろいろなことを考え、行動していきたいです。

戦争のない世の中に

頓田の森フィールドワーク
　5 月 31 日、立石小学校の 6 年生が「頓田の森の悲劇」に関連する場所をたどる

フィールドワークを行い（朝倉青年会議所・朝倉市平和事業実行委員会協力）、戦争や平

和について学習しました。終了後、頓田の森に落とされた当時の爆弾の破片が立石

小へ寄贈され、「悲劇」の悲惨さを知るとともに、次の世代へつないでいきます。

　「悲劇」を後世に伝えていくために　「悲劇」を後世に伝えていくために

❹一木神社

　一木延命地蔵には「悲劇」

で犠牲になった児童 32 人

が祀
まつ

られています。毎年 3

月 27 日には慰霊祭が行わ

れています。

❸一木児童公園

　ここには、甘木生徒隊の飛

行学校がありました。正門は

当時の状態で残っています

（写真右）。　

❷大添橋

　児童の中には、この橋の下

や近くの民家、防空壕
ご う

に隠

れ、難を逃れた子どももい

ました。　

❶立石コミュニティ

　立石国民学校はこの場所

にありました。「悲劇」はここ

から始まります。

『シイの木はよみがえった』

飯田よしひこ／文

別府ひろみ／絵

　「悲劇」を題材にした絵本です。

　爆撃を受けたシイの木は生き延び

ましたが、一度は枯れてしまいます。

しかし、「悲劇」の生き証人は、平和モ

ニュメントとしてよみがえります。市

内の図書館で読むことができます。

シイの木平和モニュメント

　シイの木は、頓田の森からピー

ポート甘木の中央図書館入口に移

され、平和を祈る記念碑として皆

さんを見守っています。

　シイの木は 4 つの輪に囲まれ、

下から「誕生」「成長」「死」、そして、

「再生」という意味が込められてい

ます。

▲爆弾の破片

頓田の森平和花園
　頓田の森は終戦後、しばらくの間、荒れ地と化していました。昭和56年、当時の甘木・

朝倉青年会議所の会員たちが「頓田の森の悲劇を風化させず、平和を考える原点に」

と強い意志のもと立ち上がり、これまで 3 度の大規模な整備を行い、現在も年 4 回

の清掃など花園の維持・管理を行っています。

第 16 回朝倉市民平和祭第 16 回朝倉市民平和祭　『いのち　平和　ふるさと』　『いのち　平和　ふるさと』

特集：平和への祈り―頓田の森の悲劇―

　平和の大切さを音楽と劇で――。　平和の大切さを音楽と劇で――。

昭和56年

荒れ地は開墾されて、

平和花園が誕生しました。

令和元年

花園の奥にあった竹藪
や ぶ

を

切り拓
ひ ら

き、大きな広場が

できました。

《ピアノ》堺啓子

《フルート》小野亜沙美

《オーボエ》白水久喜

《秋月中学校音楽部顧問》西本茉由

《劇》「令和 カチカチ山」くちゃくちゃの段

令和3年

多くの人が安心して来園でき

るよう、駐車場を整備しました。

1010月月22日（日）13時30分～／開場12時 40分日（日）13時30分～／開場12時 40分

ピーポート甘木 中ホールピーポート甘木 中ホール

日時日時

場所場所

朝倉青年会議所　理事長　綾部茂
し げ た か

剛さん

　今回のフィールドワークを通じて、「頓田の森の悲

劇」について、子どもたちは「知る」から「理解する」

に変わったのではないかと感じます。授業の一環と

して学び、実際に目で見て、肌で感じることの重要

性を実感しました。現在、当時を知る語り部の人は

高齢になっており、語り部の話をデジタルアーカイ

ブで残すなど、次世代につないでいくための取組

を行っていければと考えています。

※朝倉青年会議所の思いは裏表紙「あさくらびと」

でも紹介しています。

次世代へつなぐために InterviewInterview

《主催》朝倉市平和事業実行委員会

▲ シイの木は、平成

3 年の台風で枯れて

しまいましたが、その

切り株からモチの木

（2 ページ写真）の芽

が伸び、新たな生命

が誕生しました。
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2 １

電話や SNS で、まずは相談を
【SNS 相談】

・新型コロナウイルス感染症関連　SNS 心の相談

（月・火・木・金・日曜 17 時～ 22 時 30 分、

水曜 11 時～ 16 時 30 分）

・こころのほっとチャット（新型コロナ関連）

（12 時～ 16 時／受付 15 時まで）

一人で悩まず、
まずは相談してみませんか？

増加に転じた自殺者数
新型コロナウイルス感染症の影響も長期化
　近年の自殺者数は令和元年に 2 万人を割り、減少傾向

でしたが、令和 2 年・令和 3 年は増加に転じて再度 2 万

人を超えています。また、働き盛りの世代や若年層の自殺

者数は先進国と比べても依然として多い状況です。

　市では、平成 31 年 3 月に策定した自殺対策計画に基

づき、「誰も自殺に追い込まれることのない朝倉市」を目指

して、自殺対策に取り組んでいます。　

 気づいてください！ こころのサイン
　□ ちゃんと眠れていますか？

　□ 気分が沈む、やる気が出ない、何をしても楽しめない

　　などの症状はありませんか？

　□ お酒を飲む量が増えていませんか？

９月10日は世界自殺予防デー
9月10日～16日は自殺予防週間

今、一番つらいときに、つながる。 話しているうちに、こころがほっとする。

▲ SNS
心の相談

　新型コロナウイルス感染症のまん延が長く続いている状

況に伴い、外出自粛や活動制限なども長期化し、このこと

から過度のストレスを受け、うつ病など心に不調を来すこ

とが懸念されています。「コロナうつ」「コロナ疲れ」という状

態になっているかもしれません。失業や休業・休職などによ

り生活が不安定になったり、危機的状況に置かれたりする

中で心身に不調を来すこともあります。各相談窓口が設置

されていますので、一人で悩まず、気軽にご相談ください。

　体調管理には、生活リズムを整え、良い睡眠のために、身

体を動かすのもオススメです。

　自殺は、その多くが「追い込まれた末の死」――。

　その背景には、失業、生活苦、多重債務、過労、いじめ

などさまざまな社会的要因がありますが、社会的な対策に

より「避けられる死」でもあります。自殺予防週間を機に、

私たちにできることを考えましょう。

 市健康課（  22-8571）

【こころの健康・悩みに関する相談窓口】

・ふくおか自殺予防ホットライン（ 092-592-0783）

（24 時間）

・福岡いのちの電話（ 092-741-4343）（24 時間）

・福岡県精神保健福祉センター（ 092-582-7400）

・北筑後保健福祉環境事務所（ 22-3965）

・市健康課（ 22-8571）

【消費生活、多重債務に関する相談】

市消費生活センター（ 52-1128）

【生活困窮の相談】市福祉事務所（ 28-7552）

　

こ
の
週
間
は
「
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
法
律
」に
お
い
て
、
動

物
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

が
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

動
物
の
習
性
を
正
し
く
理
解
し
、

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
の
種
類
に
応
じ
た
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
適
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

 

罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す

　

愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
た
り

傷
つ
け
た
り
し
た
場
合
、５
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
５
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
、遺
棄
・虐
待
し
た
場
合
、１
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
に
危
害
を
加
え
た
り
、

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ふ
ん
尿
や
毛
な
ど
で
、近
隣
の
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
公
共
の
場

所
を
汚
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
し
つ
け
や
訓
練
を
し

て
、
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
鳴
き
声

な
ど
で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

責
任
を
持
っ
て
、
き
ち
ん
と
管
理

で
き
る
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
妊
・去
勢
手
術
を

受
け
さ
せ
、
繁
殖
を
制
限
す
る
こ
と

に
よ
り
、
精
神
的
に
落
ち
着
き
、
し

つ
け
が
し
や
す
く
な
る
と
同
時
に
、

病
気
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

動
物
に
よ
る
感
染
症
の

知
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

動
物
と
人
の
双
方
に
感
染
す
る

病
気
（
狂
犬
病
な
ど
）
に
つ
い
て
、
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
自
分
や
他
の
人

へ
の
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
年
1
回
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

迷
子
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

飼
い
主
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
に
、
飼
っ
て

い
る
ペ
ッ
ト
に
、
鑑
札
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
、
名
札
な
ど
の
標
識
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
場
合

は
、市
環
境
課
や
北
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
（

２
２-

２
７
４
１
）

に
連
絡
し
て
探
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
に

餌
を
与
え
て
い
る
人
へ

　

「か
わ
い
そ
う
」と
い
う
気
持
ち

で
餌
を
与
え
る
だ
け
で
は
、
不

幸
な
ネ
コ
を
さ
ら
に
増
や
す
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
餌
を

与
え
る
場
合
は
、
責
任
を
持
っ

て
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
管
理
す
る
ネ
コ
を
特
定
し
て

不
妊
・去
勢
手
術
を
す
る
。

・置
き
餌
を
し
な
い
。

・ふ
ん
な
ど
の
掃
除
を
す
る
。

・
近
所
の
理
解
を
得
る
よ
う
に

努
力
す
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
の

一
部
補
助

※
飼
い
ネ
コ
は
対
象
外
で
す
。

■
対
象
…
市
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人

■
補
助
金
額
…
1
件
5
千
円

（予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
）

※
補
助
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市

環
境
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

９
月
20
日
～
26
日
は

動
物
愛
護
週
間

　

ペ
ッ
ト
を
健
康
で
安
全
に
、
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で

　

ペ
ッ
ト
を
健
康
で
安
全
に
、
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で

飼
う
こ
と
は
、
飼
い
主
が
果
た
す
べ
き
責
務
で
す
。

飼
う
こ
と
は
、
飼
い
主
が
果
た
す
べ
き
責
務
で
す
。

 市環境課（ 23-1153）
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